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家庭で地球温暖化防止のアクションを行うとともに、
2050 年のゼロカーボンに向けて今からどんなことができ
るか、という課題に子どもたちがチャレンジするプログラム
です。県内の小中学校から参加を募り、子どもたちに冊子
を配布して、夏休みを中心に学校や家庭で挑戦してもらっ
ています。 

2024 年度は、「ながの海ごみゼロプロジェクト」のご協
力をいただき、冊子『上流県「ながの」から海をキレイに』
を併せて配布しました。 

 

学校 13校（小学校 9校、中学校 4校）、個人 4名、計 1,492名の児童・生徒にご参加いただきました。 
 

●チャレンジ 1 やってみよう！お家で地球温暖化防止 

チェックリストにある「好き嫌いせずに残さず食べる」「ゲームはやる
時間を決めて、約束した時間でやめる」など 24 項目から 5 項目選ん
で 7 日間チャレンジしてもらいました。このチャレンジでは、できた数を
記入してもらいますが、最大 35 点（5 項目×7 日）のところ、全参加者
の平均は 29点でした。 

●チャレンジ 2 調べてみよう！2050 ゼロカーボンへの道 

次の○あ ～○おから 2 つ選び、「ワークシート」に記入しながらチャレン
ジしてもらいました。2024 年度は、○お 「サステナブルファッションを身に
つけよう」を新たに追加しました。一番多く選ばれたのは○あで、以下、

○え 、○お ○う 、○いの順でした。 

○あ  プラスチックごみを 

減らそう 

○い  お家の屋根でどのくらい

太陽光発電ができるか 

調べよう 

○う  「おいしい信州ふーど de

ビンゴ」に挑戦しよう 

○え  かるたで遊んで 

「環境マーク探検」をしよう 

○お  サステナブルファッション✱✱

を身につけよう 

✱服を作ってから捨てるまで 
環境に気を配った取組み。 
 

 

参加いただいた学校のうち、全児童・生徒数に対する応募者数の率が高い学校について「優秀協力校」とし
て小学校 4校・中学校 1校、「準優秀協力校」として小学校 3校・中学校 1校、また、「特別協力校」として中学
校 2校を選定し、環境教育にご活用いただくための教材費を贈呈しました。 

結果･冊子（ワーク
シート）など、 
くわしくは 
県センターHP へ 

 
参加数 

チャレンジの結果 

 
学校応募 

●●●●●●●●●●●●●●                               ●●●●●●●●●●●●●●

学年別応募者数 

小１ 28      小 2 25 

中 2 
375 

小 5 
261 

小 4 
213 

中 3 
111 

小 6 
313 

中 1 
122 

小 3 
44 

チャレンジ 2 

○い  
   5% 

○お  
18% 

○あ  
38% 

○う  
18% 

○え  
21% 

☜○お のワークシート 

2024 年度実施結果 
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変革に着手する時 

私たちは偶然にも、長い人類史の中でとても
重要な変革の時代に生きています。今年生まれ
た赤ちゃんが  歳になっている  年に、
℃に温暖化した世界になっているのか、℃
の温暖化に抑えられた世界になっているのかは、
私たちの選択と行動にかかっています。大きな
責任です。 
でも、手段はあります。必要なのは、身近な省
エネといった小さな取り組みに留まっていたこ
とや、先延ばしして手をつけてこなかったこと
を乗り越え、問題の根幹である化石燃料に依存
した企業活動を根底から転換し、新しい経済社
会づくりに着手することです。私自身、長い間こ
の問題解決に取り組み、排出の多い部門［図 ］
をどう変えていけるのかを考え、石炭火力発電
の建設に反対したり、化石燃料事業に融資を続
ける銀行に対して株主提案をしたりと、国内で
は大胆すぎると思われそうなことにもチャレン
ジしました。その取り組みは、「ゴールドマン環
境賞」（ 年）や  の「 人の女性」
（年）選出などの国際的な評価を受けること
となり、無謀な挑戦なのではなく、今の社会に必
要なことなのだと背中を押してもらえました。 

もはや待ったなしの気候変動の状況に対して
今求められているのは、一歩を踏み出す勇気な
のだと実感しています。 

取り組みは地域から

そうは言っても、一人ひとりに脱炭素に向け
てできることがどれほどあるのだろう、と問わ
れるかもしれません。政府や大企業が果たすべ
き役割が大きいので、地域の個人や中小企業に
おいてできることは限られると思いがちです。
また、中国やアメリカなどが取り組まねば意味
がないという主張も一理あります。確かにこの
テーマは、地球規模の大きな課題ですし、世界で
は戦争や紛争が起こり、トランプ政権の誕生な
どで政治が揺れ動き、説明がつかないことも少
なくありません。とはいえ、日本は世界で  番
目の排出国であり、技術力、人材において対応能
力が高く、アジア諸国の脱炭素化の加速にも大
きな役割を持つ国です。さまざまな困難がある
からこそ、また、℃の実現が厳しくなってい
るからこそ、取り組みの加速を図る努力は一層
重要になっています。 
社会構造を変える、インフラを変えるという
試みこそが重要ですが、対策の現場はすべて地
域にあります。再生可能エネルギーを地域で拡
大していくこと、住宅や建物の断熱を強化して

暖かい住まいを確保しながら省エネを進めるこ
と、交通流を効率化しながら電気自動車に転換
することなどは、地域にメリットをもたらしま
す。行政や民間企業との連携を広げていくこと
により、さらに大きな取り組みに広げていくこ
とができます。交通や福祉、人口減少など、地域
が抱えるさまざまな問題への対策と重ね合わせ
る工夫により、地域に良い相乗効果をもたらす
こともできるでしょう。難しく思えることもや
ってみたらできた、良い効果が得られた、そんな
事例を地域から作っていくことこそ、求められ
ています。ぜひ皆さんも、脱炭素の実現の担い手
となって力強い動きを作り出し、希望のうねり
を広げてください。 

平田 仁子（ひらたきみこ） 
出版社、米・環境 NGO を経て、1998 年から 2021 年
までNPO法人気候ネットワークに勤務し、現在理事。
2022 年、気候政策シンクタンクの一般社団法人
「Climate Integrate」を設⽴し、代表理事。千葉商科
大学大学院客員准教授。著書に『気候変動を学ぼう』
（合同出版）、『気候変動と政治』（成文堂）他。現在、
月１回、信濃毎⽇新聞「思索のノート」に寄稿中。 

温室効果ガス排出内訳 
（2022 年度・直接排出） 

［出典］資源エネルギー庁「総合エネルギー統計」、 
国⽴環境研究所「⽇本の温室効果ガス排出 
量データ」を基に Climate Integrate 作成 
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本音が見える？！ 応募シートの感想欄より（抜粋） 
チャレンジに参加した児童・生徒のコメント 

 

―――――――   チャレンジ 1 やってみよう！お家で地球温暖化防止   ――――――― 

 
 
 
 
 
 

――――――――  チャレンジ2 調べてみよう！ゼロカーボンへの道  ―――――――― 

 ○あ  パンフレット『上流県「ながの」から海をキレイに』を読んで プラスチックごみをへらそう 

 

 

 

 

 

 

 

 

○い  「信州屋根ソーラーポテンシャルマップ」で お家の屋根でどのくらい太陽光発電ができるか調べよう 

 

 

 

 

○う  信州産の野菜・果物を食べて 「おいしい信州ふーど de ビンゴ」に挑戦しよう 

 

 

 

○え  かるたで遊んで「環境マーク探検」をしよう 

 

 

○お  サステナブルファッションを身につけよう 
 

 

 

 

  

シャンプーなど、つめかえ用で買って

みました。かさばらないしゴミも減らせ

るので、いい気分になれました。［小 6］ 

おうちで つかってる でんきの は

んぶんは おひさまの ちからで 

つくれる ことが わかった。［小 1］ 

佐久市を上からみてみると、みんなほとんど屋根にソーラーパネ

ルがはってあって、「みんな地球温暖化防止、CO2 さくげんにとり

くんでいるんだな」と、なんか心があたたかくなりました。 ［中 3］ 

地産地消は、地域の活性化だけでなく、地球温暖化防止にも効果があることを知り、とてもおどろきました。    ［中 3］ 

かるたであそんで、「あぁ、あの物についていたマー

クはこんな意味だったんだ」「このマークは知らなか

ったな」と思いました。世の中に、環境マークの意味

が分かる人がふえればいいなと思います。 ［小 5］ 

化石ねんりょうをつかわないくらし、作っていきたいです。［小 4］ むだづかいが ないから 気もちいいな。  ［小 2］ 

今年で 3 回目のチャレンジだけど、年々、地球温暖化がしんこくに

なっているというニュースが流れてきて「やばいな」と思う。［小6］ 

公園とか車で行ってたけど、 

自転車で行くようになった。 ［小 4］ 

自分の家は太陽光発電に｢最適｣であると知って驚いた。もし太陽光発電をしたら、1 年で 30,000 円くらいは電気代を

節約できるということなので、お母さんやお父さんと相談して、太陽光発電やってみようかな、と思った。      ［中 2］ 

おうちのはたけで とれた 

おやさいを たべていま

す。おいしいです。［小 1］ 

（野菜のビンゴに○がついたのは）きの

ことレタス、はくさいだけだったから、

ながいもも食べてみたいです。［小 3］ 

りんごの｢秋ばえ｣をたべてみて、 

とってもおいしいし、すごく色がきれいで、

秋にぴったりだと思いました。    ［小 5］ 

エコマークが身近にたくさんあっておどろきました。 

ノートやファイル、教科書と、授業に使う道具だけ 

でも 10 個近くあり、日本がエコに力を入れてい 

ることを知ることができました。        ［中 2］ 

日々の小さな積み重ねがゼロカーボンにつながる

とわかった。一人の行動では成果が出ないので、

世界中の人、皆で取り組んでいきたい。   ［中 1］ 

「起きる寝る」で地球温暖化の対策になるのかな？と思ったけれ

ど、確かに、夜電気を長くつけてるのと、すぐ消すのでは、電気を

使う量があきらかに変わると感じました。               ［中 3］ 

地区のクリーンウォークで川

の清そうを行うけれど、年

に 1 度だけだから、清そうし

ない間に海にゴミが流れて

いると思うと、とても心が

痛いなと感じました。［中 2］ 

海に流れ出たプラスチックゴミの量が、

30 年後には魚よりも多くなるなんて、そ

んなこと絶対にだめだと思った。 ［小 6］ 

外出をするとき、1 本でもペットボトルのゴミを出さないように、水とうに飲み物を 

入れて持って行った。水とうの方がぬるくなりにくいから良いなと思った。 ［中 3］ 

一日にトラック 130 台分もの服

が捨てられているのを知って、

とてももったいなく感じた。服は

上下の組み合わせでたくさん考

えて楽しめるのに…。   ［中 2］ 

服もかんきょうに関

係があると分かって

びっくりした。［小 6］ 

お姉ちゃんがいるので、おさがりを使おう

と思いました。着れなくなった服をアレン

ジするのは、いいなと思いました。［小 5］ 

私は服が好きで、たくさん買ってしまうことが

あったけれど、本当にほしいものだけを買い、

大切に使っていきたいと思います。  ［小 6］ 

今の時代、服のほとんどがナイロン・ポ

リエステルなどの石油を主な原料とす

る服なんだなぁと思った。地球をゼロ

カーボンに近づけていくには、3R が本

当に重要なんだなと分かった。 ［小 6］ 
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温暖化防止活動推進センター通信 

 
 

当センターの主力コンテンツへと成長しつつある『うんこドリル「地球温暖化 長野県編」』。出前授業も積極
的に行っており、今年度は東御市生活環境課の全面協力で、市内すべての小学校で授業が実現しました！ 

授業では、ドリルに掲載されている問題をベースに、「令和元年度東日本台風のとき、
学校やお家の周りはどうだった？」「先生が子どもだった頃と今はどう違う？」「学校の
近くでよくとれる野菜や果物は？」といった質問を加え、地球温暖化の影響や対策につ
いて身近な視点から考えてもらいました。どの学校でも共通していたのが、夏に気温が
上がり過ぎて、校庭や体育館（一部の学校ではプールも！）が使えない日があったこと。
温暖化の進行は学校生活も変えつつあるのか…と衝撃でした。 

勉強の後は記念撮影と握手会♪ 今後、気候変動や地球温暖化のニュースを見た
ときに、「そういえば、うんこ先生と勉強したなー」と思い出してもらえたら嬉しいです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

うんこ先生の出前授業「地球温暖化 長野県編」 

ついに東御市全小学校で開催！ 

2 年 

田中小 2・3・4 年
11/14㊍㊍・19㊋㊋ 

視聴覚室 

祢津
ね つ

小 2 年 
11/14㊍㊍プレイルーム 

和
かのう

小 2 年 
11/18㊊㊊小体育館 

北御牧
き た み ま き

小 3 年 
11/12㊋㊋体育館 

滋野
し げ の

小 3 年 
11/12㊋㊋視聴覚室 

 

台風の 
とき 

先生はね… 

さっそくみんなで 

教室の電気を 

半分消しました 

うんこ先生が

3 年の中で一

番の思い出に

なりました!! 

うんこ先生、いろいろしっ

たよ。ものをたいせつに

するよ。でんきはちゃんと

けすとおぼえました。 

自分たちがどうすれ

ばもっと未来をよく

できるのかを、よく考

えられる勉強でした。 

4 年生 
には深掘り
スペシャル

問題も 
出題︕ 

ちきゅうのおんど

があがると、（長野

県でとれる果物が

りんごから）みかん

になっちゃうのが

びっくりしました。 

車のはいきガス、

電気、牛のゲップ

などで地球がと

ても暑くなってい

ることは知りませ

んでした。 

地球おんだんかになると、ふつうの生活

ができなくなってしまうから、うんこ先生

とのやくそくをきちんと守ろうと思った。

3 年 

4 年 

↑感想用紙にも 
イラストが （和小） 

↑なんと︕イラスト⼊り 
のファンレターもいた 
だきました（祢津小） 

だいすきなうんこ先

生が がっこうにく

るなんて めちゃく

ちゃびっくりした！ 
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使う量があきらかに変わると感じました。               ［中 3］ 

地区のクリーンウォークで川

の清そうを行うけれど、年

に 1 度だけだから、清そうし

ない間に海にゴミが流れて

いると思うと、とても心が

痛いなと感じました。［中 2］ 

海に流れ出たプラスチックゴミの量が、

30 年後には魚よりも多くなるなんて、そ

んなこと絶対にだめだと思った。 ［小 6］ 

外出をするとき、1 本でもペットボトルのゴミを出さないように、水とうに飲み物を 

入れて持って行った。水とうの方がぬるくなりにくいから良いなと思った。 ［中 3］ 

一日にトラック 130 台分もの服

が捨てられているのを知って、

とてももったいなく感じた。服は

上下の組み合わせでたくさん考

えて楽しめるのに…。   ［中 2］ 

服もかんきょうに関

係があると分かって

びっくりした。［小 6］ 

お姉ちゃんがいるので、おさがりを使おう

と思いました。着れなくなった服をアレン

ジするのは、いいなと思いました。［小 5］ 

私は服が好きで、たくさん買ってしまうことが

あったけれど、本当にほしいものだけを買い、

大切に使っていきたいと思います。  ［小 6］ 

今の時代、服のほとんどがナイロン・ポ

リエステルなどの石油を主な原料とす

る服なんだなぁと思った。地球をゼロ

カーボンに近づけていくには、3R が本

当に重要なんだなと分かった。 ［小 6］ 
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